
1. はじめに
物語（メルヘン）は深層心理学的立場から

みれば、こころのプロセスとして理解するこ

とができる。ユング派はメルヘンに大きな関

心を寄せ、物語解釈をしてきた。マリオ・ヤ

コービ（2002）によれば「メルヘンでは人間

のファンタジー、というより精神生活そのも

のに対する無意識な、ユングによれば『元型

的な』コントロールが、はっきりと見られる。

メルヘンの登場人物およびその布置は、すべ

ての個人的なまといをはぎ取られており、そ

れゆえそれらについての典型的な描写の中に、

無意識の過程を読み取ることができる」と述

べている。

筆者は「女性のスピリチュアリティ序説」

（2002）において、「アーサー王伝説―ガウェ

イン卿と忌まわしい婦人」の物語をとりあげ、

女性性の回復について述べた。今回は思春期

の女性がどのように一人の女性として、成長

していくのかをグリム童話の「カエルの王さ

ま」を取り上げ、ユング心理学的解釈を加え

つつ、考察してみたい。なぜ、この物語なの

かというと、「美女と野獣」に代表される動物

花婿物語は「ノロウェイの黒い雄牛」「太陽の

東と月の西」「魔法にかけられた豚」その他多

いが、そのほとんどの物語においては、お姫

さまが、動物にキスをしたり、愛情を示した

り、求婚することによって動物の魔法がとけ

るものである。しかし、「カエルの王さま」に
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おいては、女性の怒り、それも激怒といえる

激しい怒りによって、魔法が解けるのである。

この点についての、明確な解釈が、なされて

はいない。

織田尚生（1998）は、「民話と怒り」の節に

おいて、「蛙の王様」をとりあげ、「押しつけ

による怒り」であると解釈をされている。ま

た、鈴木研二（2004）は、一寸法師の成長と

打出の小槌の分析のなかで、「グリム童話の

『蛙の王子』も似たような型の話であると見ら

れるが」と2行ほどふれているのみである。

藤見幸雄（1999）は男性の立場から、お姫さ

まを自己愛的人間として、カエルを男性のマ

ザコンからの自立ととらえているが、怒りの

肯定的意味は明確ではない。 筆者は女性の

立場で、この物語を末娘のお姫さまを主役に

設定し、思春期女性のこころの成長過程とい

う視点で解釈し、怒りの建設的意味、女性の

スピリチャリティにおける女性性の回復とい

う視点からより深い解釈・考察を提示したい。

ヴェレーナ・カースト（2002）は「メルヘン

解釈のための方法論に寄せて」の小論のなか

で、メルヘン解釈は集合的な面と個人的な面

の二つの面から解釈することができると述べ

ている。ここでは、この二つの面から解釈し

ていくことになる。方法はユング心理学理論

を使い、夢分析と同様に拡充法を用いて、記

述的、象徴的解釈とする。

2. ストーリー
野口（1994）によれば、 グリムのメルヘ

ン集のなかで「カエルの王さま」は「カエル

の王さままたは鉄のハインリッヒ」という題

名で1812年の初版から1857年の決定版まで、

つねに一番最初におかれた。このことは、グ

リム兄弟がこのメルヘンに対して、一方なら

ぬ愛着を持っていたということを示すものと

いえる。

このメルヘン（初版 1997）を筆者は次のよ

うに要約した。

＜むかしむかし、まだどんな人ののぞみでも、

思いどおりにかなったころのことです。ある

ところに、ひとりの王さまが住んでいました。

その王さまにはたくさんのお姫さまがいまし

たが、とくに末のお姫さまはお日さまさえ、

びっくりしてしまうほどでした。このお姫さ

まは、森へ出かけていって、すずしい泉のほ

とりに腰をおろし、金のまりを高くなげてあ

そぶのが好きでした。ある時、まりがころこ

ろと転がって、そのまま水の中に沈んでしま

いました。泉はとても深く、底まで見えませ

ん。お姫さまは悲しそうに泣き出しました。

「あのまりを取り戻せるなら、なんでもあげる

わ。服でも、宝石でも、真珠でも、この世界

にあるものならなんでもあげるわ。」すると一

匹のカエルが水の中から頭を突き出して言い

ました。「あなたの真珠も宝石もいりません。

わたしを友達にしてください。あなたの金の

お皿で一緒に食べて、一緒に寝て、わたしを

大切に思い、愛してくれるなら、金のまりを

とってきましょう」と。お姫さまはどうせ馬

鹿なカエルの言うことだと思い「ええ、いい

わ。全部約束をしてあげるから」と言いまし

た。カエルは水にもぐっていきました。そし

てまりをくわえてきて、返してくれました。

お姫様は大喜びで、カエルを置き去りにして

帰ってしまいました。次の日、ぴちゃぴちゃ

っと階段をなにかがのぼってくるのが聞こえ

ました。お姫さまが戸を開けると、あのカエ

ルがいました。王さまは「約束したことは守

らなくてはいけない」と言いました。カエル

は中へ入ると、「あなたの隣の椅子に上げてく

ださい」と言いました。お姫さまはいやでし

たが、王さまがそうするように命じました。

カエルは「あなたの金のお皿から一緒に食べ

たい」と言い、お姫さまはそれもしなくては

なりませんでした。カエルはおなかいっぱい

食べると言いました、「わたしをあなたの部屋

へ連れて上がって、あなたのベッドへ一緒に

入りましょう」。お姫さまは、驚きました。冷

たいカエルが恐ろしかったのです。さわるの

だっていやでした。一緒のベッドで寝なくて

はいけないのです。お姫さまは泣きだしまし

た。すると王さまは怒って、約束したことは
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守るように命じました。どうしてもお姫さま

は、王さまに従わなくてはなりませんでした。

けれども心の中ではひどく腹を立てていまし

た。お姫さまは、二本の指でカエルをつまみ

上げると、二階の部屋につれていって、すみ

っこにおきました。またもやカエルが「わた

しをベッドにあげてください。そうしないと

お父さまに言いつけますよ」それをきくと、

お姫さまは本当に怒ってしまいました。そし

ていきなりカエルをつかみあげると、ありっ

たけの力をこめて、壁にたたきつけました。

「さあ、これでやっと静かにさせてもらえるわ、

いやらしいカエル！」

けれども、下に落ちたカエルは死んではい

ませんでした。ベッドへ落ちると、美しい若

い王子になっていました。王子の身の上話に

よりますと、王子は、あるわるい魔女のため

に、魔法をかけられていたのです。王子はい

まや、お姫さまのお気に入りの若者でした。

そしてお姫さまは約束したとおり、王子を大

切にしました。そして、ふたりは喜んでいっ

しょに眠りました。そして、朝になると羽で

飾りたてられ、金色に輝く、八頭の馬にひか

れた立派な馬車がやってきました。そこには、

王子の忠実なしもべハインリッヒが乗ってい

ました。ハインリッヒは、王子がカエルにさ

れたとき、それは悲しみました。その悲しみ

のあまり心臓がはりさけないように、胸のま

わりに三本の鉄の輪を巻かねばならないほど

でした。王子は、お姫さまといっしょに馬車

に乗りました。忠実なしもべは後ろに立ちま

した。そろってわかい王さまの国に向かいま

した。道を少し行くと、わかい王さまの後ろ

のほうで、なにか大きなはじける音が聞こえ

ました。そこで若い王さまはふりかえって、

大声に言いました。

「ハインリッヒ、 馬車がこわれたぞ」

「いいえ、ご主人さま、馬車ではありま

せん。

わたしの胸輪です

あなたがカエルになったとき

泉に沈んでいかれたとき

かなしみ　なげいて

はめた　わたしの胸輪です」

もう一度、そしてもう一度、わかい王さま

ははじける音を聞きました。わかい王様はば

しゃが壊れたのかと思いました。けれどもそ

れは、主人が魔法からすくわれて、幸せにな

ったので、忠実なハインリッヒの胸からはじ

けとんだ胸輪の音でした。＞

3. 森と泉
森はメルヘンにはよく出てくる。「ヘンゼル

とグレーテル」や「赤ずきん」にも森が大き

な意味をもっている。宮田光雄（1993）は

「森というのは、いつでも計り知れないほど大

きく、深いなぞにみちたところです。メルヘ

ンの主人公たちは、きまって森の中で道に迷

い、不安に陥ります。しかし、やがて自分を

鍛えあげ、賢さを身につけ、自分自身を発見

するにいたるのです。こうして森というのは、

物語の背後に秘められた重大なできごとがお

こるところの舞台なのです。」と述べている。

ユング心理学では森は暗く、無意識的世界や、

母親のイメージとかかわっているとされる

（秋山さと子　1982）。森には魔女が住むとさ

れることも多い。このメルヘンでも森は重要

なカエルとの出会いの場所であり、イニシエ

ーションが動き出す舞台である。

王さまのお城は美しい娘たちが住む明るい

場所であり、日常の場である。しかし、その

近くには、大きな暗い森が存在している。涼

しい暗い森は、影の世界であり、非日常を暗

示している。そこには古い菩提樹がたってい

る。木は、一般に生命の象徴であるとされる。

その他、成長、保護、豊穣などを意味するこ

とがある。世界の神話や、錬金術などでは

天と地、男性と女性を結ぶシンボルとされる

ことがある。とくに菩提樹は高い精神性、悟

りの境地、父性や包容力、生命の拠り所

を象徴しているとみることができる。そして

その木の下から泉がこんこんと湧き出ている

のである。泉は無意識の生命力が湧き出して

いる場である。泉に触れると病がいやされる
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イメージがある。また、うるおい、清らかさ、

魂、エロス、官能性が連想される。秋山さと

子（1982）は「清らかな泉は、無邪気な童心、

処女性のシンボルである」としている。筆者

が読んだ英語版では「well」井戸になってい

た。井戸はやはり、無意識との通路であり、

危険でもあるが、大切な象徴である。ただ、

まだお姫さまには泉は深くて、底は見ること

ができないのである。ということは、お姫さ

まは、豊穣な泉の水や、大地的な、母性的な

ものを自らの内面において発達させねばなら

ないということを暗示している。いよいよ無

意識の世界が始まるということを示しており、

このお姫さまのイニシエーションのはじまり

の場面設定がなされたといえる。

4. お姫さま
このお姫さまは、たくさんの美しい姉たち

のなかでも一番美しい末娘とされており、王

さまが一番愛した娘である。13、5歳くらい

だと推測できる。太陽でさえまぶしがるほど

の輝きを持つ娘は、人間を越えた極端な美の

持ち主であり、神話のプシケーを思い出させ

る。このお姫さまも、女神になる素質を持つ

とも考えられる。さらに、姉たちとは違って、

時々、独りになって森に入り、泉のそばで瞑

想状態で、内的世界と遊ぶことのできる魂を

もった、スピリチュアルな面を備えたバラン

スのとれた少女ということができる。ただ、

この少女は、父親の王に、溺愛された、父の

お人形さんであり、父親のかわいい恋人であ

ったと推測できる。お城という日常の世界で

は、王さまを代表とする男性の支配下で、こ

の少女は、王さまの定めた掟と規律をたたき

こまれ、自分の感情や肉体やエロスから切り

離された教育のなかに閉じ込められていると

考えることができる。A．ヴァイプリンガー

（1995）によれば、「排除されてきたもの、抑

圧されてきたものは、小さな女の子によって

象徴される。それは、しなやかさ、やさしさ、

きゃしゃ、やわらかさ、あたたかさ、快活さ、

いたずらっぽさ、感情の豊かさ、直観、献身、

率直さ、喜び、愛らしさ、魅力、利口さ、賢

明さといった表象をよびおこす」のである。

しかし、お姫さまは、すでに男性社会のな

かで、父、つまり王さまの人形としての教育

を受け、自分らしさを抑圧、疎外してしまっ

ている。だからこそこの少女は、暗い湿った

森の中に一人でいる時だけ、自分を取り戻し

ていたのではないだろうか。その証拠に、ま

りを泉に落とした時、（金のまりが自分のアイ

デンティティであった）石のこころを揺さぶ

るほど大声で泣くことができたのである。そ

して、少女の根源的な女性性、泉の深みに届

くセクシュアリティを発見するこころの旅に

出発するのである。

5. 金のまり
「金のまり」はなにを表すのだろうか。「金」

は、一般に、天の光や神の英知、神仏のイメ

ージ、知恵や真理を象徴するものである。ま

た、太陽に通じるもので、強さやたくましさ

などの男性原理を表すとされる。このことは、

このお姫さまと男性性との関わりが暗示され

ていると筆者は考える。藤見幸雄（2004）は、

「姫の自我に遊ばれているまりは、ナルチシズ

ムあるいはプライド」と捉えた。しかし、筆

者はこの金のまりは全体性の象徴であり、ユ

ング心理学におけるセルフであり、魂である

と、考えたい。いいかえれば、お姫さまのア

イデンティティそのものであったといえる。

「金のまりをとりだして、それを高くほう

りあげては、手でうけとめてあそびました。

これがお姫さまにとっては、なによりもたの

しいあそびだったのです。」このあそびが、森

の中で、すずしい泉のほとりでのみ、なされ

たことに注目するなら、まりをくりかえし投

げるという行為は筆者には、瞑想をしている

姿に感じられる。事実、マハリシ派の超越瞑

想では、子どもの瞑想においては、眼を閉じ

ることが危険なので開眼のまま、ボールをひ

とりでなげて瞑想するという。もし、瞑想あ

るいは祈りの心の状態を表しているとしたら、

すべて状況は機が熟したといえるのではない
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だろうか。非日常的なこころの森、命の樹、

そしてエロスの泉、そして時熟し、魂のまり

はいずみにはいっていくのである。このお姫

さまのイニシエーションが、まさに始まるの

である。つまり、個性化の一歩が始まろうと

しているともいえる。

6. カエル
カエルは何を象徴しているのであろうか。

まず、思い浮かぶのは、カエルは水の中でも

地上でも生きることができるということであ

る。つまり、水の領域と、大気の領域をつな

ぐ媒介者ということができる。ユング心理学

では、水は無意識をあらわすとされているの

で、カエルは無意識と意識をつなぐもの、あ

るいは日常と非日常をつなぐものといえる。

さらに、おたまじゃくしから変態をすること

から、変身の象徴、再生とよみがえりの象徴

であるといえる。また、カエルは本能や動物

的なものの象徴であり、そのぬるぬるした皮

膚の感触からは湿った性器（ヴァギナ）が連

想される。そして、その性器は新しい生命を

産み出すところであり、エジプトでは、カエ

ルは出産の保護神とされている。また、カエ

ルは湿地や沼地に棲息し、そこはグレートマ

ザーの聖なる領域である。したがって、カエ

ルは女性性、母性性のシンボルであり、妊娠、

出産、官能、性愛と関係し、豊饒性を表して

いる。また、中国ではカエルは、暗く湿った

女性の領域「陰」の原理の象徴とされている。

この物語では、カエルは、無意識と意識を

つなぐものであり、女性性、母性性やエロス

原理を引き受けるものととらえたい。また、

変化発展を暗示するものといえよう。また同

時に、「きみのわるい、ふくれた頭を水の中か

らつきだしている」という表現から、ペニス

が暗示され、性愛と、アニムス的要素が含ま

れているとも受け取れる。元型は対極、ある

いは双極であらわれることを考えれば、この

ことは矛盾はしない。

この物語において、女性が根源的な女性性

を発見し、自らのものとして受け入れていく

ためには「カエル」との出会いが絶対に必要

であったと強調したい。ひとつの側面は、グ

レートマザー的なるものとのつながりを必要

とするのである。いいかえれば、豊穣な泉の

湿気、生命のエネルギー、大地的な、母性的

なものを自らの内面に発達させねばならない

のである。もうひとつの面は、アニムスとの

出会いと統合であろう。この物語のカエルは

年をとり、気味が悪く、醜く、あつかましく、

支配的でもある。太陽でさえ、まぶしく感じ

るほど、美しく、輝く若いお姫さまが、反対

の、醜い年寄りのアニムスと出会い、対決す

る物語と、筆者は捉えたい。

7. 関係性
金のまりが泉の中に落ちてしまい、大声で

泣き叫ぶことによって、カエルとのかかわり

が、はじまる。感じ方、感情表現は人それぞ

れであり、まさに感情はその人の個性である

といえる。お姫さまは、固く、動じない意志

までが、こころを揺さぶられるくらいに、全

身全霊で、泣いたからこそ、泉の奥深くに沈

んでいた（実は魔女に捕らえられていた）カ

エルの耳に届き、カエルが現われたのであっ

た。そして関係性が始まるのである。つまり、

金のまりの時が熟し、姿をかくしたまりを、

全身全霊で、求めたからこそ、イニシエーシ

ョンのプロセスが始まったといえる。

また興味深いのは、お姫さまは、まりをと

ってきてくれたお礼に、着物でも、真珠でも、

宝石でも、金の冠でもあげるというが、カエ

ルは、そんな物質的なものはいらないと言う。

カエルが欲しいのは、愛情や親密さが欲しい

と言う。そして特別な友達か遊び仲間にして

欲しいというのである。人間が欲しがるよう

な物質ではなく、こころや関係性を求めるの

である。感情と関係性、つまりはエロスを求

めるのである。

8. 階　段
大理石の階段をピチャ、ピチャ、とはいあ

がるシーンは不気味な迫力がある。階段は、
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ライフサイクルや、理想と関係がある。秋山

さと子（1982）は「昔と今と未来をつなぐと

ころに意味がある」と言う。とくに、のぼる

ことは、精神的な世界への階段である。この

物語では森から人間世界へ向かって上ってい

くのであり、姫との関係を求めて、新しいこ

ころの世界へはいるためにのぼるのである。

意識と無意識をつなぐためという言い方もで

きる。影の世界から光の世界へやってくる。

そして、その境界としての扉が開かれるので

ある。

9. 王
「王国」や「王さま」などの象徴がメルヘ

ンの世界で、重要な働きをしていることがあ

る。このメルヘンでも、王さまの役割は大き

い。王は神に近い存在であり、国の統治者で

ある。つまり国全体の秩序を守るべき役割を

になっている。ここでは男性原理、父性原理

をあらわし、約束を守るという秩序の体現者

である。そのためには、かわいい娘にでさえ、

厳しく、冷たくルールを守らせるのである。

また、父親自身が、感情面、女性的側面を発

達させていなくて、権威にとりつかれていて、

強い力を娘に行使しているともいえる。また、

王さまのかわいいお人形のような、まだ子ど

もとしてのお姫さまは、父親コンプレックス

に縛られていて、エネルギーの多くを内面に

ひきこんだままである。

10. 怒　り
この物語では、クライマックス（転）の部

分において、お姫さまが激しい怒りを表して

いる。「お姫さまは本当におこってしまいまし

た。そしていきなりカエルをつかみあげると、

ありったけの力をこめて、壁にたたきつけま

した。」このような攻撃性、不安、怒りという

ような激しい情動は、私たちの文化では、悪

として認められないものである。

ある女性は、このメルヘンの、「このお姫さ

まの怒りとカエルを投げつける箇所がどうし

ても、受け入れられない」と述べ、「このお姫

様の人格を疑う」と語った。この言葉に一般

的な女性に対する見方が表れている。グッゲ

ンビュール・クレイグ（1982）は次のように

述べる。「われわれは攻撃性と男性性を同一視

する一方、非攻撃的なエロスと結合した女性

性をみすぎてきた。二十世紀においてもなお、

男の一生を破滅させ、殺してしまう女性的な

ものの元型を人々はまともの見たがらないの

である。」つまり、男性と女性との関係におい

て、われわれは男性の破壊性や攻撃性は認め

るが、女性の殺意や、攻撃性は受け入れられ

ず、病的なものとみなされてきたのである。

この女性の発言にも、そのことが表れている。

しかし、ヴェレーナ・カースト（2002）は、

いわゆる悪という「この情動には、本質的な

ものが隠されており、少なくとも非常に大き

なエネルギーと結びついている」と述べてい

る。鈴木研二（2004）は日本の昔話「一寸法

師」と「田螺息子」を取り上げて、次のよう

に分析している。「この田螺もしまいに立派な

男になるのである。そのきっかけが興味深い。

嫁さんにふみつぶされたり、自分から藁打ち

石にのって、娘に杵でつぶしてもらうのであ

る。すると、オトナの男に変身する。」「こう

いう場合のお姫さまや娘は、決して聖母・慈

母ではない。若者や男に対する娘・女として

の女性―へライラ―である。それが思わず、

あるいは頭にきて、一寸法師を踏みつぶす。

杵や小槌でゴツンとやる。ただし、鬼のよう

な悪意や意図はない。対等な立場の女として、

一寸法師のオトナの男としてのもの足りなさ

を、つい指摘してしまっためでである。」ここ

でとりあげられている話が日本昔話であるた

めか、筆者の人柄からきているのか解釈も穏

やかで、きびしくはない。女性に対する見方

もきわめてやさしいという印象を受ける。そ

こに女性に対する日本男性の期待、偏見を見

ることができる。女性は男性に対して、やさ

しくなければならない、やさしいはずである

という偏りである。肯定的母親コンプレック

スによる甘えといってもよいかもしれない。

しかし、女性の魂には男性の期待を裏切る
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ような多くの側面がある。A. ヴァイプリンガ

ー（1995）は「暗い女」の中で大地の女神、

冥府の女神であるメディアをとりあげ、次の

ように語る。「メディアは、美しい女魔法使い

で、ヘリオス神の孫娘である。彼女は、夫の

イアソンが自分を見捨てたとき、恐ろしい殺

人者になり、自分の競争相手とその父親ばか

りでなく、イアソンとの結婚によって生まれ

た自分の息子たちまで殺してしまう。あらゆ

る女性の内に隠れている力が、このメディア

のなかであらわになる。それは、感情が害さ

れた時に目覚める、復讐のエネルギーだ。メ

ディアの神話からはまた、当時の女性の置か

れていた状況、今世紀にいたるまで延々と続

いている状況が読み取れる。」「それはいかに

強く抑圧され、否認されようとも、女性のな

かに身を隠し、現われる機会をうかがってい

るのだ。すべての男性が戦士を自分のなかに

もっているように、全ての女性のなかには殺

人者であるメディアが住んでいるのである。」

筆者は、前論文（2002）において意識から疎

外され、抑圧された女性性を救済することを

述べた。今回はその女性性とは、肯定的、善

のみではなく、否定的側面、闇の面、殺人者、

魔女などの暗い女性性、闇の女の側面にも光

を当てたいのである。なぜなら、私たち女性

は、全体性を意識し、全体性を生きたいから

である。全体性とは、完璧であるということ

ではなく、自分自身のすべてを生きたいとい

うことである。否定的なものを無意識の暗い

空間に閉じ込めることではなく、暗い、底な

しの泉の深みに存在する醜いカエルと出会い、

対決すること、そして自身と関係づけること

が今後の女性にとっても、男性にとっても必

要なことである。

以上のことをお姫さまが体現している。父

親のかわいいお人形を演じていた少女は、ど

こか窮屈で、自分らしくないと感じていただ

ろう。しかし、王さまの命令は絶対であり、

正義である。どこも間違ってはいない。従わ

ざるを得ない。生まれてこの方、ずうっとそ

うしてきた。逆らったことなど一度もない。

「約束は守らなければならない」。我慢をした。

カエルの要求は王さまの権威をかさにきて、

エスカレートしてくる。強引で、権威的で、

狡猾きわまりない。自室に入り、王さまの目

の届かないところということもあったが、お

姫さまの押さえつけられてきたエネルギーが

ついに爆発した。感情が噴き出てきた。ずう

ずうしい支配的なカエルに対する怒り、そし

て理不尽な王さまに対する怒りが、極限に達

した。正義なんてどうでもよかった。どうし

て自分はこんなに支配されなくてはならない

のか。こんな醜いカエルの言いなりにならな

ければならないのか。カエルの言い分は性的

関係の要求でもある。もう我慢はできない。

なにがどうであれカエルを目の前から消した

かった。カエルを殺したかった。生まれてこ

の方、このお姫さまが体験したことのない激

しい情動であった。カエルとの対決である。

そして、それは自分自身のなかの醜い面との

対決でもある。積極的な対決としての怒りと

いうことができる。「いやだからいやだ」とい

う論理的ではない直観や感覚と結合した感情

の行為において、女性の創造活動が本来的に

活動し、人間関係を揺さぶるのである。まさ

に、このメルヘンでは、お姫さまが自分を取

り戻し、自分に正直に自分をさらけ出し、父

親の支配も断ち切り、一人の人間として全体

として、怒りをあらわし、カエルを投げつけ

るという殺人的行為によって、彼女自身も父

親から自立し、カエルにも向き合い、そのこ

とがカエルの魔法を解き、自立した人間とし

て、アニムスとの関係が始まるのである。お

姫さまにとっては、閉じ込められたアニムス

の解放とアニムスの自覚がきっかけとして、

少女から一人の女性としての変容のプロセス

に移行したということができる。

11. 壁
壁というと障壁や、防衛的な壁を思いがち

である。しかし、壁は外の敵や危険から守っ

てくれるものである。ユング心理学では、グ

レート・マザーや女性原理をあらわすとされ
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る。この物語では、壁の役割は大きい。壁の

内側でお姫さまは、正直なこころのたけを吐

き出し、カエルをなげつけることができたの

である。そして、壁がカエルを受け止めたの

である。保護し、受容してくれる容器の役割、

つまり母なる働きをして、お姫さまとカエル

の変容に立ち会っているのである。まさにセ

ラピストの役割に似ている。

12. 王子、８頭立ての馬車
王子はアニムスの象徴であるととらえるこ

とができる。お姫さまがまだ少女に属し、父

親の人形である時、つまり母性的な豊穣性や

エロスやセクシュアリティに目覚めていない

時、アニムスはグレートマザーと一体化し、

暗い無意識の奥底に捕らえられている。そし

て、少女が、ひとりの女として、自己を主張

するとき、アニムスは変容することができる。

父親の王さまの権威に反抗し、心理的な父親

殺しがなされたといえる。その意味では、こ

の王子はお姫さまの新生の自我を意味するも

のである。またお姫さまとの結婚により、お

姫さまの魂との統合がめざされる。結婚によ

り、王子は若い王さまとよばれ、新しい世代

が誕生する。若い王さまは死と再生の主題で

あり、新しい洞察が生まれたことを示してい

る。8頭立ての馬車の8はユング心理学では、

調和と完成をしめす4の倍数であり、8は地上

の秩序と天の秩序の統合を示すと考えられる。

ここに、お姫さまはグレート・マザーに属す

る自然のもつ生命性・エロスとアニムスの知

性・精神性スピリットを手に入れたわけであ

る。

13. 魔　女
魔女は、男性支配の社会においては、忌み、

嫌われ、恐れられる。それは現代においても

同様である。

土沼（2002）で考察したように、拒否され

たもの、排除されたもの、追放されたものは

すべて醜く、邪悪になってしまう。

14. ハインリッヒ
B．シュロダー（1978）においては、ハイ

ンリッヒは白髪で白く長いひげを持つ老人と

して描かれている。その忠実さは、主人に対

する服従の愛を超えて、神の愛さえ感じさせ

るものである。カエルになった王子が泉に沈

んでいくのを悲しく見守り、王子の変容を我

慢強く、信じて待ち続けた。それだけでなく、

胸が張り裂けるほど、胸に鉄の輪をはめねば

ならないほど悲しみつつ、人生をかけて待っ

ていた。この姿勢は、辛さに共感しつつ、そ

こから逃げず、本人が変化していくプロセス

につきそうセラピストの姿勢にも通じている。

ハインリッヒが老人であると仮定すれば、そ

こに老賢人の姿を見出すことができる。ハイ

ンリッヒの登場により、お姫さまは若いアニ

ムスのみではなく、さらに精神の次元、霊的

な次元、自己への成長が暗示されているとい

える。そういう意味では、金のまりに始まり、

アニムスと出会い、個性化の道に足を踏み入

れたということができる。

15. まとめ：結婚─アニムスの統合と女
性性の目覚め
メルヘンは、子どものためだけでなく、大

人にとっても、深い魅力をたたえている。宗

教学者エリアーデ（1971）によれば「昔話が

今あるような、形になったとき、未開たると

文明化されたを問わず、人びとはよろこんで

何回も何回もくりかえし聞いて飽きなかった。

このことははじめの筋書きが、昔話のように

カムフラージュされてしまっても、人間の最

深部の欲求に答える心理劇的表現であるから

だといってよい。だれでも何か危険な状況を

体験し、またとないような試練に直面し、他

界へ困難を配して進み入ろうと考えてい

る。－そして昔話を聞いたり読んだりするこ

とで、想像の世界で、あるいは夢の世界で、

これらを経験しようとするのだ」と考えられ

る。

ユング心理学では、夢解釈において、夢の
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進行を4場面に分けることを勧める。このこ

とはメルヘンを話の進行にそって起・承・

転・結と見ていくことによって心理的変容の

プロセスがより明確になると考えられる。起

は「のぞみが何でもかなった時代」「暗い森と

すずしい泉」というように、非日常、非現実、

無意識の世界に入っていくことが暗示される。

お姫さまは、すでに、個性化の過程に入りそ

うなことが暗示される。それぞれの象徴的表

現の解釈はすでに述べたので、紙数の関係か

らここでは、省略する。ここでは主なものだ

け取り上げたが、もっと細かく見ていくこと

も可能である。たとえば、ハインリッヒの胸

輪はなにをあらわしているのだろうか。抑圧

された王子のこころ、あるいはいままで枠に

はめられてきたお姫さま（女性）のかせかも

しれない。この論文では、女性性の回復のた

めの、アニムスの統合そして、女性が女性の

全体性を取り戻すための、セクシュアリティ、

とエロス、母性について、カエルの象徴的意

味から考察した。これまで押し付けられた

「女性的な」というものに苦しめられている女

性たちが、もっと楽に自分自身を表現してい

くことに、勇気を持つことができることを願

いたい。このメルヘンは、お姫さま個人の内

的な物語であると同時に、女性のための普遍

的な物語でもある。また王子との結婚は個人

の内的変容のプロセスであると同時に二人の

男女の結婚の物語と解釈してもよい。いずれ

にせよ、アニマとアニムスというような対立

したものが、親密になり、同居する時には、

きちんと対決し、意識化していう作業が必要

である。それによって真の関係、個性化を作

る能力を獲得することができるといえる。P.

シェレンバウム（1998）は「破壊性を愛との

関連において見ることだけが私たちを救って

くれる。」「破壊行為は愛の心理的前提であり、

しばしば愛を成立させる」と述べている。こ

のことは、お姫さまの激怒とカエルを投げつ

けるという象徴的行為が王子を救い、お姫さ

まの自立につながるということクライマック

スについても言えることである。正直な対等

の関係だけが、人間を成長せせると言いたい。

一言で言えば、このメルヘンのテーマは、他

のメルヘン同様に欠けているもの、排除され

てきたもの女性性の再統合ということができ

る。最後にスイスの分析心理学者グッゲンビ

ュ－ル・クレイグ（1982）のことば「結婚と

いうものはそもそも快適でも調和的でもなく、

むしろそれは、個人が自分自身及びその伴侶

と近づきになり、愛と拒絶をもって相手にぶ

つかり、こうして、自分自身と世界、善、悪、

高み、そして深さを知ることを学ぶ個性化の

場なのである」で終わりにしたい。
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